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作文を発表する「作文の部」最優秀賞受賞者

賞状を受取る福祉のまちづくり作品入選者

第１２回よこしばひかり福祉のつどい開催
ー だれもがありのままに、その人らしく
　 地域で暮らすことができる福祉のまちをめざして ー

関連記事 ２ページ

横芝光町地域活動支援センター

たんぽぽ
今年度のたんぽぽメンバーは、１３名（男性6名、女性7名）で毎日一生懸命作業に取り組んでいます。

　生ごみは、捨ててしまえばた
だのごみですが、ＥＭぼかしを
混ぜた生ごみは上質な有機肥料
に生まれ変わります。
　最近では、遠くからぼかしを
買いにきてくださる方もいらっ
しゃいます。まだお使いではな
い方は、この機会に一度試して
みませんか？

　千葉県歯科医師会・歯科衛生士協会
のご協力でビーバー号での歯科健診を
していただきました。
　虫歯がないか見ていただいたり歯磨
きの方法や歯の大切さを教えていただ
きました。

　自分たちの将来のためにグループホーム講座に参
加しました。「ピンクの家に住みたいなぁ～」「掃き掃
除を担当したいなぁ～」と夢をふくらませていました。
　しかし、グループホームは数が少ないので将来が
心配です。
　グループホームがたくさんできてくれるといい
なぁと思っています。

〒289-1733 横芝光町栗山1076  TEL 0479-82-0343  mail：tanpopo-671@spice.ocn.jp

ＥＭぼかし

３００ｇ １００円

●たんぽぽ開所日：月曜日～金曜日　時間：午前９時～午後４時

歯科健診を受けました

＊詳しいことは

はみがきが
上手になりました

※グループホームとは、身体・知的・精神障がい者等が世話人の支援を受けながら、生活する居住の場をいいます。
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第
12
回 

よ
こ
し
ば
ひ
か
り
福
祉
の
つ
ど
い

　１１月１５日に東陽小学校、２月２日に南条小学校で福祉体験学習が行われ、社会福祉協議会職員が車イスの操作・高齢
者疑似体験の指導をしました。
　車イス体験では、体育館にコースを作ったり、スロープを利用して車イスの扱いや介助方法を学び、高齢者疑似体験では、
高齢者疑似体験セットを使い高齢者の身体機能低下を体験しました。
　障がい者や高齢者の気持ちに少しでも寄り添ってくれればと思いました。

社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

福祉のまちづくり作品入選者の皆さん

会長表彰並びに感謝状受賞者の皆さん

光ウィンドオーケストラによる演奏の様子

福祉体験学習開催　東陽小・南条小

　１月２５日、千葉県ボランティア連絡協議会事務局長
の渡邊千代美氏を講師に迎え、ボランティア養成研修
を開催し、ボランティア活動やその心構えについてお話
し頂きました。ボランティア活動は、自分のできる事を
自分のできる範囲で無理なく行う事が、長く活動を続け
る秘訣であるとのこと。
　また、町内の４つのボランティアグループから日頃の
活動についての紹介をして頂き、ボランティア活動の思
いを語っていただきました。
　参加された皆さんや、これからボランティア活動をし
たいと考えている方には、ぜひ自分のできる範囲でボラ
ンティア活動に取り組んでいただければと思います。

マットを利用し段差を乗りこえる車イス体験
南条小学校

スロープを利用した車イス体験
東陽小学校

高齢者疑似体験　１人が介助者に
なり階段の上り下り　東陽小学校

読み聞かせボランティアの活動の紹介

業務等で大切に使わせて頂きます。

講演する渡邊千代美氏

ボランティア養成研修開催
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ご
寄
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

社
会
福
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協
議
会
へ
次
の
方
々
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ご
寄
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を
い
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。

社
会
福
祉
事
業
へ
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使
わ
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て
い
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。

受賞おめでとうございます（順不同・敬称略）
【
地
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千葉県共同募金会より
車両の寄贈を受けました

　
３
月
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館
に
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開
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。
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を
頂
い
た

品
々
を
景
品
と
い
た
し
ま
し
た
。
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○アンケートの結果
※アンケートは各地区の敬老事業に参加された方にご協力をいただきました。

地　区 大総 横芝 上堺 日吉 南条 東陽 白浜 合計

実施日 ７/21 12/14 11/22 10/15 10/21 9/17 9/9 　

回答数 80 240 85 77 48 142 84 756

※（１）～（３）の割合については、全回答数に占める割合　　複数回答含む
（1）現在、生活するうえで困っている事はありますか。　　　　　　　 （２）困ったことがあったら誰に頼みますか。

項　　　目 回答数 割合

買物などの外出 ９２ １２．２％

書類の手続き ７０ ９．３％

食事づくり、掃除、洗濯などの家事 ５２ ６．９％

印鑑などの大切なものの管理 ３4 ４．5％

お金の出し入れや支払 ３3 ４．4％

その他 ３ ０．４％

無回答 ５３７ ７１．０％

（３）自宅で暮らし続けるために必要だと思うサービスはありますか。
項　　　目 回答数 割合

買物や通院の交通手段 １５０ １９．８％

身近な場所での交流の場 １０９ １４．４％

介護予防・健康体操の指導や場所 ８８ １１．６％

食事作り、掃除などの家事援助 ６８ ９．０％

通帳の管理や支払代行 ２７ ３．６％

無回答 ３９７ ５２．５％

　アンケートの結果から、買物や通院などの外出、書類などの手続きや家事に困っており、同様のサービスが必要と考えてい
る方が多いこと、交流の場・介護予防のための場所が必要だと考える方も多いことが分かりました。
　社会福祉協議会では、買物支援や、家事援助サービスの充実、ふれあいサロンの拡充を図りながら、福祉ニーズに応えるた
め事業を進めていきます。

項　　　目 回答数 割合

子 ５４８ ７２．５％

知人・友人 ９７ １２．８％

親戚 ６３ ８．３％

民生委員 ４５ ６．０％

配偶者 ３７ ４．９％

無回答 ３５ ４．６％

横
芝
地
区
社
協

地域のふれあい活動（地区社協）

　社会福祉協議会では、町や包括支援センターと協働し、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けることができ
るよう、新たな生活支援に向けた仕組みづくりの構築を目指しています。

地域包括ケアシステムの実現に向けて

　社会福祉協議会は地域福祉を推進するため、各市町村に設置された営利を目的としない団体です。運営は、会
費、補助金、委託金などを財源にしています。
　町民の皆様や事業所、団体からの会費は、地域福祉事業やボランティア活動支援など福祉推進の大きな支えと
なっています。
「福祉のまちづくり」にご協力をお願いいたします。

平成３０年度　社会福祉協議会会員募集のお知らせ

地域包括ケアシステムの構築にむけ、日常生活の困り事に関するアンケートを実施いたしました。地域包括ケアシステムの構築にむけ、日常生活の困り事に関するアンケートを実施いたしました。

●地域…住み慣れた地域（小学校区などの範囲）
●包括…住まい・医療・介護・予防などの生活支援が一体的に提供される
●ケアシステム…地域生活を支える仕組み

地域包括ケアシステムとは？

　
12
月
14
日
、
文
化
会
館
で
横
芝

地
区
に
お
住
ま
い
の
75
才
以
上
の

方
を
お
招
き
し
て
、
横
芝
地
区
ふ

れ
あ
い
食
事
会
を
開
催
、
約
２
７
０

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
横
芝
保
育
所
の
園
児
に
よ
る
お

遊
戯
、生
き
生
き
ク
ラ
ブ
に
よ
る
踊

り
の
他
、参
加
者
の
カ
ラ
オ
ケ
も
披

露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

横
芝
地
区

ふ
れ
あ
い
食
事
会

上
堺
地
区
社
協

　
11
月
22
日
、
文
化
会
館
で
上
堺
地

区
に
お
住
ま
い
の
65
歳
以
上
の
方
を

お
招
き
し
て
、
上
堺
地
区
福
祉
の
つ

ど
い
を
開
催
、
約
１
１
０
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

　
地
区
有
志
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
か
ら
始

ま
り
、
カ
ラ
オ
ケ
、
舞
踊
、
上
堺
保

育
所
の
園
児
に
よ
る
お
遊
戯
、
上
堺

小
学
校
金
管
演
奏
、
ス
コ
ッ
プ
三
味

線
と
、
数
多
く
の
演
芸
を
披
露
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
上
堺
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
運
営
委
員
に
よ
る
輪
踊
り
も
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

上
堺
地
区

福
祉
の
つ
ど
い

※会員の募集については、５月を予定していますが随時受付しています。

一般会員

特別会員

賛助会員

５００円

５，０００円

５，０００円

各世帯（各行政区で取りまとめいただいております）

趣旨に賛同してくださる福祉施設・団体

趣旨に賛同してくださる事業所・個人
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※アンケートは各地区の敬老事業に参加された方にご協力をいただきました。
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買物や通院の交通手段 １５０ １９．８％
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無回答 ３９７ ５２．５％
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　社会福祉協議会では、町や包括支援センターと協働し、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けることができ
るよう、新たな生活支援に向けた仕組みづくりの構築を目指しています。

地域包括ケアシステムの実現に向けて

　社会福祉協議会は地域福祉を推進するため、各市町村に設置された営利を目的としない団体です。運営は、会
費、補助金、委託金などを財源にしています。
　町民の皆様や事業所、団体からの会費は、地域福祉事業やボランティア活動支援など福祉推進の大きな支えと
なっています。
「福祉のまちづくり」にご協力をお願いいたします。

平成３０年度　社会福祉協議会会員募集のお知らせ

地域包括ケアシステムの構築にむけ、日常生活の困り事に関するアンケートを実施いたしました。地域包括ケアシステムの構築にむけ、日常生活の困り事に関するアンケートを実施いたしました。

●地域…住み慣れた地域（小学校区などの範囲）
●包括…住まい・医療・介護・予防などの生活支援が一体的に提供される
●ケアシステム…地域生活を支える仕組み

地域包括ケアシステムとは？
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、
文
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※会員の募集については、５月を予定していますが随時受付しています。

一般会員

特別会員

賛助会員

５００円
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趣旨に賛同してくださる福祉施設・団体

趣旨に賛同してくださる事業所・個人
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５月・６月は、赤十字運動月間です。

「赤十字活動資金へのご支援ご協力をよろしくお願いします。」
○一般会費 ( 各世帯 )  ５００円～　　　○法人会費（法人・事業所） ３０００円～

　ボランティア活動をされている方、ボランティア保険に加入されていない
方、社会福祉協議会に登録しませんか。
　登録いただけるとボランティア活動保険に500円（年間）で加入できます。
※ボランティア登録、保険加入は随時受付しています。

※詳しくは、社会福祉協議会　８０-３６１１にお問い合わせください。

ボランティア登録しませんか

ボランティア広報づくり
（パソコン入力）
　ボランティア連絡協議会では年
３回、広報紙「つながり」を発行し
ています。ボランティア広報紙の
作成（パソコン入力）にご協力いた
だける方は、社会福祉協議会にご
連絡ください。

「声の訪問」ボランティア
　「声の訪問」とはお一人で暮らして
いる高齢者等に定期的に電話をかけ
様子をうかがうサービスで、今後、社
会福祉協議会で行う予定です。
　サービス開始前に傾聴ボランティ
ア研修を開催いたしますので、お気軽
に申し込みください。

　このサービスは、住民の方々にご協力いただき、家事援助・買い物等の代行・外出
時の付き添いなど、日常生活のちょっとした困り事を支援していくサービスです。
　利用される方（利用会員）のお宅にサービスを提供してくださる方（協力会員）を派
遣し、有償で日常生活のお手伝いをします。

ボランティア募集

　２月８日、町民会館にて、中台在住の鈴木直人氏を講師に迎え「幸せを呼
ぶ、人との接し方」と題し講演会が行われました。
　講師自身の体験を交えながら、人との上手なコミュニケーションの取り方
について話されました。「人と人との考え方は違っていて当たり前であり、そ
の違いを認め合う接し方が幸せを呼び、笑顔に繋がる。」とのことでした。
　当日は、７２名の参加者があり、講演を聞いた皆さんからは、「本当に良い
講演会でした。大変感動しました。元気を頂きました。」等の感想が聞かれま
した。特に、人の考えの「違い」は「間違い」ではないという講師の言葉が印象
に残りました。

ボランティア連絡協議会が講演会を開催

住民たすけあいサービスをご存知ですか

○ふれあいサロンとは？
　地域の交流・仲間づくりの場です。地域の中で孤立しないように近所の方が身近な場所に集い、たのしい
　ひと時が過ごせるような場を作るものです。
○どんなことをするの？
　軽体操、茶話会、食事会、ゲーム、カラオケなど
　自分たちがしたい事を楽しく無理なく続けることが大切です。
○サロンの効果
　地域に知り合いが増え、情報交換や孤独感の解消や介護予防などにも
　つながります。

社会福祉協議会では、町内全域設置を目標に「ふれあいサロン」
立ち上げの支援、サロンへの助成も行っています。お気軽にご相談ください。

　ご近所同士で、「ふれあいサロン」を始めませんか!

○法律相談（弁護士相談）※要予約
　開催日　毎月第１・第３火曜日
　　　　　午後１時３０分から４時（１組３０分）
　場　所　第１火曜日　文化会館
　　　　　第３火曜日　町民会館
　※法律相談予約　電話８０－３６１１

○一般相談
　開催日　毎月第２・第４火曜日
　　　　　午後１時３０分から４時
　場　所　第２火曜日　文化会館
　　　　　第４火曜日　町民会館

相談は無料で
秘密は守られますので、

お気軽にご相談ください。

講演する鈴木直人氏

福祉サービスを利用したい
●福祉サービスの契約・情報提供・利用手続き　●年金や福祉手当の手続きなど
日常生活に欠かせない「お金」の出し入れ
●生活費等必要なお金の出し入れ　●公共料金等の支払い
大切な書類など安全に保管したい
●年金証書や預金通帳・印鑑のお預かり　●不動産登記証書のお預かり

○利用対象者
・６５歳以上の高齢者 ・障がいをお持ちの方 ・小学生以下の子供のいる世帯などで支援が必要な方
○主なサービス内容
・ゴミ出し・買い物の代行・家事援助・外出時の付添い等※サービスのご利用には年会費・利用料がかかります。

「利用会員」と「協力会員」を募集しています。※サービスの利用・提供には会員登録が必要です。

※8月～ 12月は都合により開催場所が健康づくりセンター等に変更になります。
　詳しくはお問い合わせください。

通帳や印鑑を失くさないか心配、公共料金などの支払いに行けない、などで困っていませんか。

日常生活自立支援事業（愛称 すまいる）は、
日常生活でお困りの方の支援をさせていただくサービスです。

　日本赤十字社は、「人のいのちと健康、尊厳を守る」ことを使命として、災害時の医療救護活動や、被災者への救援
物資の配布、命を救う救急法の普及、赤十字ボランティアの育成等の国内外における様々な人道的活動を行ってい
ます。
　これらの人道的活動は、国や県からの公的資金によらず、赤十字の活動にご賛同いただいた皆様からお寄せいた
だく活動資金によって支えられています。
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５月・６月は、赤十字運動月間です。

「赤十字活動資金へのご支援ご協力をよろしくお願いします。」
○一般会費 ( 各世帯 )  ５００円～　　　○法人会費（法人・事業所） ３０００円～

　ボランティア活動をされている方、ボランティア保険に加入されていない
方、社会福祉協議会に登録しませんか。
　登録いただけるとボランティア活動保険に500円（年間）で加入できます。
※ボランティア登録、保険加入は随時受付しています。

※詳しくは、社会福祉協議会　８０-３６１１にお問い合わせください。

ボランティア登録しませんか

ボランティア広報づくり
（パソコン入力）
　ボランティア連絡協議会では年
３回、広報紙「つながり」を発行し
ています。ボランティア広報紙の
作成（パソコン入力）にご協力いた
だける方は、社会福祉協議会にご
連絡ください。

「声の訪問」ボランティア
　「声の訪問」とはお一人で暮らして
いる高齢者等に定期的に電話をかけ
様子をうかがうサービスで、今後、社
会福祉協議会で行う予定です。
　サービス開始前に傾聴ボランティ
ア研修を開催いたしますので、お気軽
に申し込みください。

　このサービスは、住民の方々にご協力いただき、家事援助・買い物等の代行・外出
時の付き添いなど、日常生活のちょっとした困り事を支援していくサービスです。
　利用される方（利用会員）のお宅にサービスを提供してくださる方（協力会員）を派
遣し、有償で日常生活のお手伝いをします。

ボランティア募集

　２月８日、町民会館にて、中台在住の鈴木直人氏を講師に迎え「幸せを呼
ぶ、人との接し方」と題し講演会が行われました。
　講師自身の体験を交えながら、人との上手なコミュニケーションの取り方
について話されました。「人と人との考え方は違っていて当たり前であり、そ
の違いを認め合う接し方が幸せを呼び、笑顔に繋がる。」とのことでした。
　当日は、７２名の参加者があり、講演を聞いた皆さんからは、「本当に良い
講演会でした。大変感動しました。元気を頂きました。」等の感想が聞かれま
した。特に、人の考えの「違い」は「間違い」ではないという講師の言葉が印象
に残りました。

ボランティア連絡協議会が講演会を開催

住民たすけあいサービスをご存知ですか

○ふれあいサロンとは？
　地域の交流・仲間づくりの場です。地域の中で孤立しないように近所の方が身近な場所に集い、たのしい
　ひと時が過ごせるような場を作るものです。
○どんなことをするの？
　軽体操、茶話会、食事会、ゲーム、カラオケなど
　自分たちがしたい事を楽しく無理なく続けることが大切です。
○サロンの効果
　地域に知り合いが増え、情報交換や孤独感の解消や介護予防などにも
　つながります。

社会福祉協議会では、町内全域設置を目標に「ふれあいサロン」
立ち上げの支援、サロンへの助成も行っています。お気軽にご相談ください。

　ご近所同士で、「ふれあいサロン」を始めませんか!

○法律相談（弁護士相談）※要予約
　開催日　毎月第１・第３火曜日
　　　　　午後１時３０分から４時（１組３０分）
　場　所　第１火曜日　文化会館
　　　　　第３火曜日　町民会館
　※法律相談予約　電話８０－３６１１

○一般相談
　開催日　毎月第２・第４火曜日
　　　　　午後１時３０分から４時
　場　所　第２火曜日　文化会館
　　　　　第４火曜日　町民会館

相談は無料で
秘密は守られますので、

お気軽にご相談ください。

講演する鈴木直人氏

福祉サービスを利用したい
●福祉サービスの契約・情報提供・利用手続き　●年金や福祉手当の手続きなど
日常生活に欠かせない「お金」の出し入れ
●生活費等必要なお金の出し入れ　●公共料金等の支払い
大切な書類など安全に保管したい
●年金証書や預金通帳・印鑑のお預かり　●不動産登記証書のお預かり

○利用対象者
・６５歳以上の高齢者 ・障がいをお持ちの方 ・小学生以下の子供のいる世帯などで支援が必要な方
○主なサービス内容
・ゴミ出し・買い物の代行・家事援助・外出時の付添い等※サービスのご利用には年会費・利用料がかかります。

「利用会員」と「協力会員」を募集しています。※サービスの利用・提供には会員登録が必要です。

※8月～ 12月は都合により開催場所が健康づくりセンター等に変更になります。
　詳しくはお問い合わせください。

通帳や印鑑を失くさないか心配、公共料金などの支払いに行けない、などで困っていませんか。

日常生活自立支援事業（愛称 すまいる）は、
日常生活でお困りの方の支援をさせていただくサービスです。

　日本赤十字社は、「人のいのちと健康、尊厳を守る」ことを使命として、災害時の医療救護活動や、被災者への救援
物資の配布、命を救う救急法の普及、赤十字ボランティアの育成等の国内外における様々な人道的活動を行ってい
ます。
　これらの人道的活動は、国や県からの公的資金によらず、赤十字の活動にご賛同いただいた皆様からお寄せいた
だく活動資金によって支えられています。
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賞状を受取る福祉のまちづくり作品入選者

第１２回よこしばひかり福祉のつどい開催
ー だれもがありのままに、その人らしく
　 地域で暮らすことができる福祉のまちをめざして ー

関連記事 ２ページ

横芝光町地域活動支援センター

たんぽぽ
今年度のたんぽぽメンバーは、１３名（男性6名、女性7名）で毎日一生懸命作業に取り組んでいます。

　生ごみは、捨ててしまえばた
だのごみですが、ＥＭぼかしを
混ぜた生ごみは上質な有機肥料
に生まれ変わります。
　最近では、遠くからぼかしを
買いにきてくださる方もいらっ
しゃいます。まだお使いではな
い方は、この機会に一度試して
みませんか？

　千葉県歯科医師会・歯科衛生士協会
のご協力でビーバー号での歯科健診を
していただきました。
　虫歯がないか見ていただいたり歯磨
きの方法や歯の大切さを教えていただ
きました。

　自分たちの将来のためにグループホーム講座に参
加しました。「ピンクの家に住みたいなぁ～」「掃き掃
除を担当したいなぁ～」と夢をふくらませていました。
　しかし、グループホームは数が少ないので将来が
心配です。
　グループホームがたくさんできてくれるといい
なぁと思っています。

〒289-1733 横芝光町栗山1076  TEL 0479-82-0343  mail：tanpopo-671@spice.ocn.jp

ＥＭぼかし

３００ｇ １００円

●たんぽぽ開所日：月曜日～金曜日　時間：午前９時～午後４時

歯科健診を受けました

＊詳しいことは

はみがきが
上手になりました

※グループホームとは、身体・知的・精神障がい者等が世話人の支援を受けながら、生活する居住の場をいいます。
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